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(57)【要約】
無線アクセスネットワーク（２４）において、フェムト
無線基地局（２８f）は無線アクセスネットワーク（２
４）において同報されたシステム情報を取得する常駐の
受信機（５４）を含む。システム情報の少なくとも一部
は、隣接セルに関する情報を含む隣接データ構造（５９
）をフェムト無線基地局（２８f）において構築するた
めに使用される。隣接データ構造（５９）は次いで隣接
リストを構築するために使用される。その後、その隣接
リストはフェムト無線基地局（２８f）からフェムト無
線基地局（２８f）によりサービスを受けるユーザ機器
ユニット（３０）へ送信される。幾つかの実施例および
態様では、フェムト無線基地局（２８f）は隣接データ
構造をそのフェムト無線基地局以外の別のネットワーク
ノード（２６、１００）に報告する。別のノード（２６
、１００）は、それら別のノードにおいて隣接リストを
構築するために、その隣接データ構造を使用する。幾つ
かの実施例および態様では、システム情報の取得は、検
知されたセルについてのセルアイデンティティ情報を取
得するためにフェムト無線基地局の周辺のマクロカバレ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線アクセスネットワーク（２４）を動作させる方法であって、
　フェムト無線基地局（２８fj）において無線インタフェース（３２）により、無線アク
セスネットワーク（２４）において同報されるシステム情報を取得する工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）において、隣接セルの情報を有する隣接データ構造
（５９）を構築するために、前記システム情報の少なくとも一部を用いる工程と、
　隣接リストを構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程とを有するこ
とを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程は、アイドル
モードにある前記フェムト無線基地局によりサービスを受けるユーザ機器ユニットに前記
隣接リストを同報する工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程は、アクティ
ブモード或いは接続中モードにある前記フェムト無線基地局によりサービスを受けるユー
ザ機器ユニットに、モニタされたセットとして前記隣接リストを送信するために専用シグ
ナリング接続を用いる工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）以外のネットワークノード（２６，１００）に前記
隣接データ構造（５９）を報告し、前記隣接データ構造（５９）を用いて、前記他のノー
ド（２６，１００）において隣接リストを構築する工程と、
　前記隣接リストを前記フェムト無線基地局（２８fj）に転送する工程とをさらに有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記他のノードは無線ネットワーク制御局ノード（２６）であることを特徴とする請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記システム情報を取得する工程は、前記フェムト無線基地局（２８fj）の周辺のマク
ロカバレッジ領域を走査し、検出されたセルについてのセルアイデンティティ情報を取得
する工程を含み、
　前記方法は、検出されたセル各々に関し、
　前記隣接データ構造（５９）に前記セルアイデンティティ情報を付加する工程と、
　前記隣接データ構造（５９）に付加されたセルアイデンティティを有する各セルに関し
信号強度の測定を実行する工程と、
　前記隣接データ構造（５９）に前記信号強度の測定値を付加する工程とをさらに有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記システム情報を取得する工程はさらにマクロセルに一時的には留まる工程を有し、
　前記方法は、
　前記一時的に留まったマクロセルについてのセルアイデンティティ情報と信号強度の測
定値とを前記隣接データ構造（５９）に付加する工程と、
　前記一時的に留まったマクロセルにおける少なくとも１つのシステム情報ブロックを用
いて隣接セルについての情報を取得する工程と、
　前記隣接セルについてのセルアイデンティティ情報と信号強度測定値とを前記隣接デー
タ構造（５９）に付加する工程とをさらに有することを特徴とする請求項６に記載の方法
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。
【請求項８】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）により構築された前記隣接データ構造（５９）を前
記隣接リストとして用いる工程をさらに有することを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記隣接リストを構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程は、
　　前記隣接データ構造から少なくとも１つのセルをフィルタする工程と、
　　前記隣接データ構造の少なくとも１つのセルを置き換えセルで置換する工程と、
　　新しいセルを前記隣接データ構造（５９）に追加する工程との内の少なくとも１つを
有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　フェムト無線基地局（２８fj）であって、
　検知されたセルについてのセルアイデンティティ情報を含むシステム情報を取得し、信
号強度の測定を実行するために、前記フェムト無線基地局（２８fj）の周辺のマクロカバ
レッジ領域を走査するよう構成された常駐の無線受信機（５４）と、
　隣接セルについての情報を含む隣接データ構造（５９）を構築するために、前記システ
ム情報の少なくとも一部を使用するように構成された隣接データ構造（５９）のビルダと
を有し、
　前記隣接データ構造（５９）のビルダは、前記検知されたセルについてセルアイデンテ
ィティ情報と前記隣接データ構造（５９）の各セルに関する信号強度の測定値を前記隣接
データ構造（５９）に含めるように構成されることを特徴とするフェムト無線基地局。
【請求項１１】
　前記常駐の無線受信機（５４）はさらに、一時的にマクロセルに留まり、
　　（１）前記一時的に留まったマクロセルについてのセルアイデンティティと信号強度
の測定値と、
　　（２）少なくとも１つの隣接セルについての情報を取得するための前記一時的に留ま
ったマクロセルのシステム情報ブロックとを取得するように構成され、
　前記隣接データ構造（５９）のビルダはさらに、前記（１）と前記（２）とを用いて隣
接データ構造（５９）を構築するように構成されることを特徴とする請求項１０に記載の
フェムト無線基地局。
【請求項１２】
　フェムト無線基地局（２８fj）の前記隣接データ構造（５９）のビルダによって構築さ
れた前記隣接データ構造（５９）を、前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサービス
を受けるユーザ機器ユニット（３０）への送信のために前記隣接リストとして使用するよ
うに構成されたリストマネージャ（５７）をさらに有することを特徴とする請求項１１に
記載のフェムト無線基地局。
【請求項１３】
　無線アクセスネットワークであって、
　フェムト無線基地局（２８fj）と、
　隣接データ構造（５９）を用いて隣接リストを構築するよう構成された、前記フェムト
無線基地局（２８fj）からは別個のノード（２６，１００）とを有し、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）は、
　　　無線アクセスネットワークにおいて同報されたシステム情報を取得するために構成
された常駐の無線受信機（５４）と、
　　　前記フェムト無線基地局（２８fj）において、隣接セルについての情報を含む前記
隣接データ構造（５９）を構築するために前記システム情報の少なくとも一部を使用する
手段を有することを特徴とする無線アクセスネットワーク。
【請求項１４】
　前記隣接データ構造（５９）を用いて隣接リストを構築するよう構成されたノードは、
無線ネットワーク制御局ノード（２６）を有することを特徴とする請求項１３に記載の無
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線アクセスネットワーク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関し、特に、無線アクセスネットワークの“フェムト”または“ピ
コ”無線基地局の動作に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常のセルラ無線システムでは、無線ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は無線アクセスネッ
トワーク（ＲＡＮ）を介して１つ以上のコアネットワークと通信する。ユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥ）は、移動体電話（“セルラ”電話）や移動体端末付きのラップトップ等の移動
局であってもよく、従って、無線アクセスネットワークと、音声とデータの内の少なくと
もいずれかで通信する、例えば、携帯型、ポケット型、ハンドヘルド型、コンピュータ内
蔵型、または車載型の移動体装置であってもよい。あるいは、無線ユーザ機器ユニットは
固定無線装置、例えば、無線ローカルループ等の一部である固定セルラ装置／端末であっ
てもよい。
【０００３】
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）はセル領域へと分割されるある地理的領域をカバ
ーし、各セル領域は基地局によってサービスされる。セルは基地局サイトの無線基地局装
置によって無線カバレッジを提供される地理的領域である。各セルは一意のアイデンティ
ティによって識別され、それはシステム情報としてそのセルで同報される。基地局はエア
インタフェースを介して基地局の範囲内のユーザ機器ユニット（ＵＥ）と通信する。無線
アクセスネットワークでは通常、幾つかの基地局が無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）に
（地上の通信線またはマイクロ波により）接続される。時には基地局制御局（ＢＳＣ）と
称することもある無線ネットワーク制御局は、そこに接続された複数の基地局の種々のア
クティビティを管理し調整する。無線ネットワーク制御局は通常１つ以上のコアネットワ
ークに接続される。コアネットワークは２つのサービスドメインを持っており、ＲＮＣは
これらドメインの両方とのインタフェースを有する。
【０００４】
　無線アクセスネットワークの１つの例は、全球規模の移動体通信システム（ＵＭＴＳ）
の地上無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）である。ＵＭＴＳは、ある観点では、Ｇ
ＳＭ（Global System for Mobile communications）として知られるヨーロッパで開発さ
れた無線アクセス技術の上に構築された第３世代のシステムである。ＵＴＲＡＮは本質的
には、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）に対して広帯域コード分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）を
提供する無線アクセスネットワークである。第３世代パートナシッププロジェクト（３Ｇ
ＰＰ）が、ＵＴＲＡＮとＧＳＭベースの無線アクセスネットワーク技術をさらに進展させ
る任務を担っている。
【０００５】
　当業者には理解できようが、ＷＣＤＭＡ技術では、共有周波数帯域により、ユーザ機器
ユニットと複数の基地局との間の同時的な通信が可能である。共有周波数帯域を占める信
号は、受信局において、高速の擬似雑音（ＰＮ）符号の使用に基づく拡散スペクトルＣＤ
ＭＡ波形特性を通して判別される。これらの高速ＰＮ符号は、基地局とユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥ）から送信される信号の変調に使用される。幾つものＰＮ符号（または時間のオ
フセットがあるＰＮ符号）を使用する送信局は、受信局で分離して復調できる信号を発生
する。また、高速のＰＮ変調により、受信局が、送信信号の幾つかの異なる伝播経路を組
み合わせて、１つの送信局からの受信信号を好適に生成できるようにもなる。従って、Ｃ
ＤＭＡでは、接続が１つのセルから別のセルへハンドオーバされる際に、ユーザ機器ユニ
ット（ＵＥ）は周波数を切り替える必要が無い。その結果、元々のセルが接続へのサービ
スを継続するのと同時に、移動先のセルはそのユーザ機器ユニット（ＵＥ）への接続をサ
ポートできる。ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は、ハンドオーバ中も少なくとも１つのセル
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を通して常に通信し続けるので、通話の中断が生じない。このために“ソフトハンドオー
バ”という用語がある。ハードハンドオーバとは対照的に、ソフトハンドオーバは“切れ
る前に繋ぐ（make-before-break）”切り替え動作である。
【０００６】
　無線アクセスネットワークを包含するその他のタイプの通信システムには次のものが含
まれる。即ち、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）、改良型移動体電話サービス（Ａ
ＭＰＳ）システム、狭帯域ＡＭＰＳシステム（ＮＡＭＰＳ）、トータルアクセス通信シス
テム（ＴＡＣＳ）、パーソナルデジタルセルラ（ＰＤＣ）システム、米国デジタルセルラ
（ＵＳＤＣ）システム、及びＥＩＡ／ＴＩＡ　ＩＳ－９５に記載のコード分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システムである。
【０００７】
　ＵＴＲＡＮには幾つかの興味深いインタフェースがある。無線ネットワーク制御局（Ｒ
ＮＣ）とコアネットワークとの間のインタフェースは“Ｉｕ”インタフェースと呼ばれる
。無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）との基地局（ＢＳ）との間のインタフェースは“Ｉ
ｕｂ”インタフェースと呼ばれる。ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と基地局との間のインタ
フェースは“エアインタフェース”、“無線インタフェース”、或いは、“Ｕｕ”インタ
フェースとして知られる。幾つかの事例では、接続は、ソースおよびサービングＲＮＣ（
ＳＲＮＣ）と、ターゲット或いはドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）の両方を必要としており、
ＳＲＮＣは接続を制御し、一方、その接続の１つ以上のダイバーシティレッグはＤＲＮＣ
によって扱われる。ＲＮＣ間の伝達リンクは、ソースＲＮＣとドリフト或いはターゲット
ＲＮＣとの間の制御信号とデータ信号の伝達に使用することができ、これは直接リンクで
あってもよくまたは論理リンクであってもよい。無線ネットワーク制御局間（例えば、サ
ービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）とドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）との間）のインタフェースは
“Ｉｕｒ”インタフェースと呼ばれる。
【０００８】
　無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）はＵＴＲＡＮを制御する。その制御の役割を果たす
際に、ＲＮＣはＵＴＲＡＮの資源を管理する。ＲＮＣが管理する資源は（とりわけ）基地
局が送信するダウンリンク（ＤＬ）電力と、基地局が感知するアップリンク（ＵＰ）干渉
と、基地局に設置されたハードウェアとを含む。
【０００９】
　幾つかの通信事業者が、ある環境では、“フェムトＲＢＳ”、“ホームＲＢＳ”、“ピ
コＲＢＳ”、“マイクロＲＢＳ”の内、少なくともいずれかで呼ばれる小規模な無線基地
局（“ＲＢＳ”）を使用して、限られた数のユーザのための家庭または小領域のＷＣＤＭ
Ａカバレッジを提供する可能性について研究している。そのような研究によれば、小規模
ＲＢＳは、エンドユーザに（例えば、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）に対して）通常のＷＣ
ＤＭＡカバレッジを提供し、ある種のＩＰベース伝送を使用してＲＮＣに接続される。そ
のようにして提供されるカバレッジ領域は、（そのカバレッジ領域が相対的に小さいこと
を示すために）“フェムトセル”と呼ばれる。フェムトセルの別の用語には“ピコセル”
または“マイクロセル”が含まれ、マクロ即ち標準的な無線基地局（ＲＢＳ）がカバーす
るマクロセルと対照をなしている。
【００１０】
　ＩＰベース伝送の１つの案は、（ｘＤＳＬ、ケーブル等のような）固定広帯域アクセス
を使用してホームＲＢＳをＲＮＣに接続することである。もう１つの案は、無線広帯域ア
クセス（例えば、ＨＳＤＰＡと拡張アップリンク、またはＷｉＭＡＸ）を使用することで
あろう。図５は、それら２つの異なるバックホール（backhaul）の案をより詳細に示す。
第１の案は“ｘＤＳＬバックホール”とラベルが付され、第２の案は“ＷｉＭＡＸバック
ホール”とラベルが付されている。
【００１１】
　一般に、通常のＷＣＤＭＡ基地局（マクロＲＢＳ）は、通信事業者の職員、例えば、無
線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）のマクロＲＢＳノードとＲＮＣノードを所有または保
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守する通信事業会社の社員によってインストールされ設定される。そのインストールの一
環として、マクロＲＢＳは隣接セルリスト情報等の動作パラメータを使用して人手で設定
される。
【００１２】
　これとは対照的に、フェムトＲＢＳは通常、ネットワーク通信事業者というよりエンド
ユーザによってインストールされる。エンドユーザはまた、通信事業者がフェムトＲＢＳ
の再配置を制御できたりまたは制御しようとしなくても、フェムトＲＢＳを地理的にあち
らこちらへと移動させることもできる。そのようなユーザ主導の再配置のためには、隣接
セルリスト情報等の動作パラメータが自動的に処理される必要がある。
【００１３】
　隣接セルリストは、アイドルモードのユーザ機器ユニットが測定するべきセルの集合で
ある。隣接セルリスト（“隣接リスト”としても知られる）は通常、無線基地局からその
無線基地局がサービスするアイドルモードのユーザ機器ユニットへの同報中に含まれる。
アクティブモード或いは接続中モードのユーザ機器ユニットには（ユーザ機器ユニットへ
の専用シグナリング接続を介して）モニタセット（Monitored Set）の形式で隣接リスト
が送信される。モニタセットは、制御ノード（例えば、無線ネットワーク制御局ノード）
から命令されたセルからのハンドオーバの可能性に備えてユーザ機器ユニットが測定に使
用する隣接セルをリストしたものである。
【００１４】
　言い換えるならば、基地局は、アイドルモードのユーザ機器ユニット（ＵＥ）が、どの
セルに一時的に留まる（camp）べきかを決定するために測定すべき隣接セルについての情
報を同報する。アクティブセションの場合は、モニタセットのセルのリストが専用シグナ
リング接続を介してＵＥに送信され（即ち、この場合は同報されない）、測定報告をどの
セルに対して行うべきか、そして、ＲＮＣからの指示に際してどのセルにハンドオーバで
きるかについてＵＥに指示を与える。
【００１５】
　ここで使用されるように、用語“隣接セルリスト”および“隣接リスト”は、同報され
るアイドルモードの隣接セルリストとアクテイブ／接続中モードの隣接セルリスト（即ち
、モニタセット）の両方について使用される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　そのようなセルのリストを作成するには、運用および管理（Ｏ＆Ｍ）上の相当の努力お
よびサポートシステムが必要となる。そのリストはまた、（例えば、ＲＮＣノードにおけ
る）ネットワーク制御装置にロードされ、そして正しい基地局と関連付けられるべきであ
る。これはまた人的誤りの機会を増大させる。
【００１７】
　隣接リストの処理にはかなりの作業を要するので、ピコ（フェムト）基地局の場合、特
に先に述べたように、フェムト基地局はエンドユーザにより新しい場所へ移動され得るの
で、必要な作業量は相当に大きくなることがあり得る。従来、固定広帯域アクセス案につ
いても無線広帯域案の幾つかの変形版についても、隣接セルリストを自動的に構築する自
動化されたやり方は存在していない。
【００１８】
　それ故に、必要とされていることとここでの目的は、ＩＰ接続されたフェムト無線基地
局のための隣接リストを構築する新しい自動的メカニズムを備えることである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　無線アクセスネットワークでは、フェムト無線基地局は、無線アクセスネットワークに
おいて同報されるシステム情報を（無線インタフェースを介して）取得する常駐の受信機
を含む。そのシステム情報の少なくとも一部は、フェムト無線基地局において隣接セルに
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関する情報を含む隣接データ構造を構築するために使用される。隣接データ構造は次いで
隣接リストの構築に使用される。隣接リストはその後、フェムト無線基地局からそのフェ
ムト無線基地局がサービスするユーザ機器ユニットへ送信される。
【００２０】
　幾つかの実施例および態様では、フェムト無線基地局は隣接データ構造をネットワーク
ノードへ報告する。その別のノードは隣接データ構造を隣接リストの構築に使用する。そ
の別のノードは、例えば、無線ネットワーク制御局ノードまたはその無線ネットワーク制
御局ノードに接続されたバックエンドシステムノードであってもよい。その別のノードに
よって構築される隣接リストはフェムト無線基地局へ送信され、その結果、フェムト無線
基地局は、その後、その隣接リストをフェムト無線基地局からそのフェムト無線基地局に
よりサービスを受けるユーザ機器ユニットへ、例えば、その隣接リストは、そのフェムト
無線基地局によりサービスを受けるアイドルモードのユーザ機器ユニットへ同報されるか
、或いは、接続中モード或いはアクティブモードの特定のユーザ機器ユニットに専用シグ
ナリング接続を介して送信されるという意味において、送信できるようになる。
【００２１】
　幾つかの実施例および態様では、システム情報の取得は、検知されたセルについてセル
アイデンティティ情報を取得するためにフェムト無線基地局の周辺のマクロカバレッジ領
域を走査することを含む。検知された各セルについて、セルアイデンティティ情報が隣接
データ構造に追加される。さらに、フェムト無線基地局の常駐の受信機は、隣接データ構
造に追加されたアイデンティティ情報をもつ各セルについて信号強度の測定を実行する。
そのような各セルについての信号強度の測定値は隣接データ構造に追加される。
【００２２】
　別の実施例および態様では、システム情報の取得は、マクロカバレッジの走査中に検知
されたマクロセルに少なくとも一時的には留まることをさらに含む。一時的に留まったマ
クロセルのセルアイデンティティ情報と信号強度の測定値とは隣接データ構造に追加され
る。さらに、一時的に留まったマクロセルにおける少なくとも１つのシステム情報ブロッ
クは、少なくとも１つの隣接セルに関する情報を取得するために閲覧／使用される。隣接
セルについてのセルアイデンティティ情報と信号強度の測定値もまた、隣接データ構造に
追加される。一時的に留まったマクロセルのシステム情報ブロックから、アイドルモード
用の隣接セルのセルアイデンティティと信号強度の測定値とを取得することにより、可能
なセルについてのスペクトル全体を走査する必要もなく、隣接データ構造の候補を選択す
ることができる。さらに、望むならば、フェムト無線基地局により構築された隣接データ
構造が、そのフェムト無線基地局によりサービスを受けるユーザ機器ユニットへ送信する
隣接リストとして使用できる。
【００２３】
　幾つかの実施例および態様では、隣接リストを構築するために隣接データ構造を使用す
ることは次の少なくとも１つを含む。即ち、（１）隣接データ構造から少なくとも１つの
セルをフィルタすること、（２）隣接データ構造の少なくとも１つのセルを置き換えセル
で置換すること、そして（３）新しいセルを隣接データ構造に追加することである。セル
のフィルタ、置換、追加との内の少なくともいずれかは、内部的なポリシに従って変形し
てもよい。
【００２４】
　その態様の１つでは、この技術は常駐の無線受信機を含むフェムト無線基地局に関した
ものである。その常駐の無線受信機は、検知されたセルについてのセルアイデンティティ
情報を含むシステム情報を取得し、信号強度の測定を実行するために、フェムト無線基地
局の周辺のマクロカバレッジ領域を走査するように構成されている。フェムト無線基地局
はまた、隣接セルについての情報を含む隣接データ構造を構築するためにシステム情報の
少なくとも一部を使用するように構成された隣接データ構造のビルダ（builder）を含ん
でいる。その隣接データ構造のビルダは検知されたセルについてのセルアイデンティティ
情報と隣接データ構造における各セルに関する信号強度の測定値をその隣接データ構造に
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含めるように構成される。
【００２５】
　その態様の１つでは、この技術は常駐の無線受信機を有するように構成されたフェムト
無線基地局に関したものである。その常駐の無線受信機は、フェムト無線基地局の周辺の
マクロカバレッジ領域を走査してシステム情報を取得するのみならず、走査中に検知した
マクロセルに少なくとも一時的に留まる役割を有する。マクロセルに少なくとも一時的に
留まる結果として、フェムト無線基地局はまた、（１）一時的に留まるマクロセルのセル
アイデンティティと信号強度の測定値、および（２）少なくとも１つの隣接セルについて
の情報を取得するための一時的に留まったマクロセルのシステム情報ブロックとを取得す
るように構成される。フェムト無線基地局はさらに、隣接データ構造を構築するために（
１）と（２）とを使用するように構成された隣接データ構造のビルダを含む。オプション
として、フェムト無線基地局はまた、そのフェムト無線基地局の隣接データ構造のビルダ
によって構築された隣接データ構造そのものを、そのフェムト無線基地局によりサービス
を受けるユーザ機器ユニットに送信する隣接リストとして使用するように構成されたリス
トマネージャを含んでもよい。
【００２６】
　そのもう１つの態様では、この技術は、フェムト無線基地局と別のノードの両方を含む
無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）に関するものである。フェムト無線基地局は、無線
アクセスネットワークにおいて同報されたシステム情報を取得するための常駐の無線受信
機と、そのフェムト無線基地局において隣接セルに関する情報を含む隣接データ構造を構
築するためにシステム情報の少なくとも一部を使用する手段とを含む。別のノードは、そ
の隣接リストを構築するために隣接データ構造を使用するように構成される。その別のノ
ードは、例えば、無線ネットワーク制御局ノード、またはその無線ネットワーク制御局ノ
ードに接続されたバックエンドシステムであってもよい。
【００２７】
　本発明の先述した、また他の目的、特徴、および利点は、添付図面に示されるように、
好適な実施例についての以下のより具体的な説明から明らかになろう。その図面では、参
照文字は、種々の図を通して同じ部分を参照するものとする。図面は必ずしも原寸に対応
するものではなく、その代わり、本発明の原理を図示することに重きが置かれている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下の記述では、説明の目的でしかし限定は目的とせずに、特定のアーキテクチャ、イ
ンタフェース、技術等の具体的な詳細について説明し、本発明の完全な理解に供する。し
かしながら、本発明がこれらの具体的な詳細とは異なる別の実施例においても実施可能で
あることは当業者には明らかであろう。即ち、当業者には、ここでは明確に説明したり図
示したりはしていないが、本発明の原理を実施し、またその範囲と精神に含まれる種々の
構成を考えることができよう。いくつかの例では、既知の装置、回路、および方法につい
ての詳細な説明は、不必要な詳細でもって本発明の説明が曖昧化することのないよう割愛
する。ここにおける、本発明の原理、態様、および実施例ならびにその具体例に言及する
全ての説明は、それに等価な構造と機能の両方を包含することが意図されている。さらに
、そのような等価物には、現在知られている等価物のみならず将来開発される等価物、例
えば、その構造に関わらず同じ機能を実行する開発された任意の要素が含まれることが意
図されている。
【００２９】
　従って、例えば、ここでのブロック図がこの技術の原理を具体化する例示的な回路を示
す概念図を表現できることは、当業者には理解されよう。同様に、フローチャート、状態
遷移図、擬似コード等のいずれも、コンピュータ可読媒体中に実質的に表現され、コンピ
ュータまたはプロセッサが明示されているか否かに関わりなく、そのようなコンピュータ
またはプロセッサによって実行される種々のプロセスを表現することが認識されよう。
【００３０】
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　“プロセッサ”または“コントローラ（制御局・装置）”とラベルが付された機能ブロ
ックを含む種々の要素の機能は、専用ハードウェアのみならず適切なソフトウェアと関連
付けられたソフトウェアを実行可能なハードウェアの使用により提供されてもよい。プロ
セッサにより提供される場合、その機能は、単一の専有プロセッサ、単一の共有プロセッ
サ、または、それらの幾つかが共有または分散化された複数の個別のプロセッサにより提
供されてもよい。さらに、用語“プロセッサ”または“コントローラ（制御局・装置）”
が明白に使用された場合であっても、ソフトウェアを実行可能なハードウェアのみに言及
すると解釈されるべきではなく、デジタル信号処理装置（ＤＳＰ）ハードウェア、ソフト
ウェアを記憶する読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
および非揮発性メモリが含まれてもよく、また、これらに限定されるものでもない。
【００３１】
　これに限定するものではないが図１Ａに示される通信システム１０を例にとって本発明
について説明する。通信システム１０はコアネットワーク２０に接続される。通信システ
ム１０は無線アクセスネットワーク２４を含む。無線アクセスネットワーク２４は１つ以
上の無線ネットワーク制御局ノード（ＲＮＣ）２６と１つ以上の無線基地局（ＢＳ）２８
を含む。例として、図１Ａは特に、２つの、即ち、第１の無線ネットワーク制御局２６1

と第２の無線ネットワーク制御局２６2とを示しており、また、マクロ無線基地局（図１
Ａにはマクロ無線基地局２８M１つだけが示される）と複数のフェムト無線基地局２８f1

、２８f2、……２８fxの両方を示している。マクロ無線基地局２８MはマクロセルＣMにサ
ービスする。フェムト無線基地局２８f1、２８f2、……２８fxはそれぞれのフェムトセル
Ｃf1、Ｃf2、……Ｃfxにサービスする。当業者の理解するところでは、無線基地局はそれ
ぞれの無線基地局がサービスするセルの内部（例えば、中央）に設置されるのが普通であ
るが、説明をわかり易くするために、図１Ａのマクロ無線基地局とフェムト無線基地局は
そのようにではなく、双方向矢印によりそれらそれぞれのセルと関連付けて示している。
フェムトセルＣf1、Ｃf2、……Ｃfxの少なくとも幾つかは地理的にマクロセルＣMと重な
っているか含まれている。
【００３２】
　ここで用いられるように、“フェムト無線基地局”はピコ無線基地局またはマイクロ無
線基地局の意味も持ち、フェムトセル（もしくはピコセルまたはマイクロセル）にサービ
スする。フェムトセルは通常１つ以上のマクロセルと重なっており、マクロセルよりも小
さ目の地理的領域または加入者顧客層にサービスする。ここで説明する技術は、フェムト
無線基地局について特別な利点を持っており、フェムト無線基地局は、無線アクセスネッ
トワークの所有者／通信事業者によってインストールや再配置を制御されることなく、そ
の無線アクセスネットワーク内でインストールしたり、再配置することの内、少なくとも
いずれかができる。言い換えれば、非ネットワーク通信事業者エンティティ（フェムトの
運用者）がフェムト無線基地局を取得でき、フェムトの運用者の嗜好に合わせてフェムト
無線基地局を設置することができる。この点に関して、図１Ａは、フェムトの運用者によ
って最近移動または起動されたかもしれない、そのようなフェムト無線基地局２８fjを図
らずも示している。フェムト無線基地局２８fjは、そのフェムトセルＣfjがマクロセルＣ

Mと重なるように、地理的に設置または配置されている。
【００３３】
　図１Ａに示されるユーザ機器ユニット（ＵＥ）３０のようなユーザ機器ユニット（ＵＥ
）は、１つ以上のセルまたは１つ以上の基地局（ＢＳ）２８と無線またはエアインタフェ
ース３２を介して通信する。ユーザ機器ユニットは、携帯電話（“セルラ”電話）や移動
体端末付きのラップトップ等の移動局であってもよく、従って、無線アクセスネットワー
クと音声とデータとの内、少なくともいずれかを通信する、例えば、携帯型、ポケット型
、ハンドヘルド型、コンピュータ内蔵型、または車載型の移動機器であってもよい。
【００３４】
　図１Ａに示される無線アクセスネットワーク２４は、そう限定するものではないが、例
として、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）であってもよい。ＵＴＲ
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ＡＮでは、無線アクセスは、個々の無線チャンネルがＣＤＭＡ拡散コードを使用して割り
当てられる広帯域コード分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）に基づくことが好ましい。勿論、別
のアクセス法を使用してもよい。ノード２６および２８は、ＵＴＲＡＮの例であることを
考慮すると、それぞれ、無線ネットワーク制御局ノード、無線基地局ノードと呼ばれる。
なお、無線ネットワーク制御局と無線基地局という用語はまた、別タイプの無線アクセス
ネットワークについての同様の機能を持つノードを包含するものと理解されたい。それら
別タイプの無線アクセスネットワークを包含する他のタイプの通信システムには次のもの
が含まれる。即ち、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）、改良型移動体電話サービス
（ＡＭＰＳ）システム、狭帯域ＡＭＰＳシステム（ＮＡＭＰＳ）、トータルアクセス通信
システム（ＴＡＣＳ）、パーソナルデジタルセルラ（ＰＤＣ）システム、米国デジタルセ
ルラ（ＵＳＤＣ）システム、及びＥＩＡ／ＴＩＡ　ＩＳ－９５に記載のコード分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システムである。
【００３５】
　無線アクセスネットワーク２４は、ＵＴＲＡＮではＩｕインタフェースであるようなイ
ンタフェースを介してコアネットワーク２０に接続される。図１Ａのコアネットワーク２
０はとりわけ、移動体交換センタ（ＭＳＣ）ノード、ゲートウェイＭＳＣ（ＧＭＳＣ）ノ
ード、ゲートウェイ汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）サポートノード（ＧＧＳＮ）
、及びサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）を含む。回線交換（ＣＳ）ネット
ワーク或いはパケット交換（ＰＳ）ネットワークがコアネットワーク２０に接続できる。
【００３６】
　単純化のため、図１Ａの無線アクセスネットワーク２４にはＲＮＣノード２６を２つし
か示していない。複数の無線ネットワーク制御局ノード（ＲＮＣ）が備えられてもよく、
各ＲＮＣ２６は１つ以上の基地局（ＢＳ）２８に接続される。図１Ａに示されたのとは異
なる数の基地局が無線ネットワーク制御局２６によりサービスを受けることができ、ＲＮ
Ｃは同数の基地局にサービスを行う必要はないことが認識されよう。さらに、ＲＮＣはＩ
ｕｒインタフェースを介して無線アクセスネットワーク２４における１つ以上の別のＲＮ
Ｃに接続することができる。無線ネットワーク制御局ノード（ＲＮＣ）２６はインタフェ
ースＩｕｂを介してマクロ無線基地局２８Mと通信する。さらに、当業者はまた、マクロ
無線基地局２８のような基地局はこの技術分野では、無線基地局、ノードＢ、またはＢノ
ードと呼ばれることもあることを認識するであろう。無線インタフェース３２、Ｉｕイン
タフェース、Ｉｕｒインタフェース、及びＩｕｂインタフェースの各々は、図１Ａでは点
線で示されている。
【００３７】
　図１Ａは、フェムト無線基地局２８fjの無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）、例えば
、その無線ネットワーク制御局ノード（例えば、具体的に図示されたシナリオでは無線ネ
ットワーク制御局ノード２６1）への一般的なアクセスを図示したものと見ることができ
る。“一般的なアクセス”によって、フェムト無線基地局２８fjに行うことのできるアク
セスが、先に述べたように、広帯域固定アクセスであっても良いし、或いは、広帯域移動
体アクセス（例えば、ＷｉＭＡＸ）であってもよいことを意味する。結局のところ、図１
Ａでは、フェムト無線基地局２８fjを含むフェムト無線基地局２８fは通信ネットワーク
３８に接続される。そのような通信ネットワークの例はＩＰネットワーク３８である。
【００３８】
　以上とは対照的に、図１Ｂは、フェムト無線基地局２８fjについての広帯域無線アクセ
スまたは移動アクセスのシナリオを示す。そのため、図１Ｂは、フェムト無線基地局２８

fjの無線アクセスネットワーク２４へのアクセスがマクロ無線基地局（例えば、図示のシ
ナリオのマクロＲＢＳ２８M）を経由することを示す。先に説明したように、無線または
移動体広帯域アクセスは、例えば、ＨＳＤＰＡと拡張アップリンク、またはＷｉＭＡＸを
使用して実現できる。文脈中で特に具体的に除外されない限り、ここで説明される技術の
態様は、広帯域固定アクセスと広帯域移動アクセス（例えば、広帯域無線アクセス）を含
む全てのタイプのアクセスに適用可能である。
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【００３９】
　図２Ａは、第１の例である一般的なフェムト無線基地局２８fの基本的、選択的、代表
的な構成要素を示す。１つ以上のフェムト無線基地局２８f1、２８f2、……２８fxは、図
２Ａの一般的フェムト無線基地局２８fの形をとることができる。図２Ａのフェムト無線
基地局２８fは、他にも不図示の構成ユニットはあるが、ＩＰインタフェースユニット５
０、１つ以上の無線周波数送受信機５２、無線周波数受信機５４、データ処理システム、
データ処理部、またはデータ処理ユニット５６を含む。図２Ａは、データ処理システム５
６が、ＵＥ測定値リストマネージャ５７と隣接データ構造ビルダ５８Ａとを含む制御装置
またはプロセッサを含むものとして示されている。隣接データ構造ビルダ５８Ａは、図２
Ａの描写で“Ａｌｌ＿Ｃｅｌｌｓ＿Ｆｏｕｎｄ（検知された全セル）”とタイトルが付け
られた隣接データ構造５９Ａを構築するように構成され設定される。ＵＥ測定値リストマ
ネージャ５７と隣接データ構造ビルダ５８Ａとが別の形、例えば、１つ以上の独立したプ
ロセッサまたは制御装置の形をとることもできることが理解されよう。
【００４０】
　図２Ｂは、他の例のフェムト無線基地局２８fの基本的、選択的、代表的な構成要素を
示す。図２Ｂのフェムト無線基地局２８fの要素の多くは、対応する参照番号が示すよう
に、図２Ａのフェムト無線基地局２８fのものと同じかまたは少なくとも類似している。
図２Ｂのフェムト無線基地局２８fの隣接データ構造ビルダはその隣接データ構造を幾ら
か異なったやり方で構築するよう構成されるという事実を考慮して、隣接データ構造ビル
ダと隣接データ構造とはそれぞれ、隣接データ構造ビルダ５８Ｂおよび隣接データ構造５
９Ｂとして描かれている。
【００４１】
　図２Ａのフェムト無線基地局２８fと図２Ｂのフェムト無線基地局２８fとの両方につい
て、無線周波数トランシーバ５２は、フェムト無線基地局２８fがサービスするフェムト
セル中のユーザ機器ユニット（ＵＥ）との無線またはエアインタフェースによる通信に使
用される。無線周波数トランシーバ５２の数は、移動体接続を処理するフェムト無線基地
局の容量を含む種々の要因に依存する。
【００４２】
　受信機５４は、フェムト無線基地局２８fに常駐しており、無線アクセスネットワーク
２４において同報されるシステム情報を、フェムト無線基地局２８fにおいて、無線イン
タフェース３２を介して取得する役割を持つ。無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）がＷ
ＣＤＭＡネットワークの場合、図２Ａの実施例と図２Ｂの実施例の両方について、受信機
５４はＷＣＤＭＡ受信機である。この意味で、両方の実施例において、受信機５４はユー
ザ機器ユニット（ＵＥ）の形をとってもよい。即ち、図２Ａのフェムト無線基地局２８f

においては、受信機５４は、周辺のマクロカバレッジを走査できるフェムトＲＢＳベース
のユーザ機器ユニット（ＵＥ）であってもよい。
【００４３】
　図３Ａは、第１の例の無線ネットワーク制御局ノード２６の基本的、選択的、代表的な
構成要素を示す。無線ネットワーク制御局ノード２６は、無線ネットワーク制御局ノード
２６をＩｕインタフェースを介してコアネットワーク２０に接続するインタフェースユニ
ット７０、無線ネットワーク制御局ノード２６をＩｕｒインタフェースを介して別の無線
ネットワーク制御局に接続するインタフェースユニット７２、無線ネットワーク制御局ノ
ード２６をＩｕｂインタフェースを介して１つ以上のマクロ無線基地局２８Mそれぞれに
接続する１つ以上のインタフェースユニット７４、そして、無線ネットワーク制御局ノー
ド２６を１つ以上のフェムト無線基地局２８f1、２８f2、……２８fxそれぞれに接続する
１つ以上のインタフェースユニット７６のような幾つかのインタフェースユニットを含む
ことができる。ＲＮＣ２６とフェムト無線基地局２８mとの間の接続は、通信ネットワー
ク３８を介して実現可能であり、例えば、インターネットプロトコル（ＩＰ）ベースの転
送が利用可能である。ＲＮＣ２６とマクロ無線基地局２８Mとの間の接続は、例えば、イ
ンターネットプロトコル（ＩＰ）ベースとＡＴＭベースとの内の少なくともいずれかの転
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送が利用可能である。
【００４４】
　インタフェースユニットに加えて、無線ネットワーク制御局ノード２６は多くの不図示
の構成要素のみならずデータ処理システム、データ処理部、またはデータ処理ユニット８
０を含む。図３に示されるように、非限定的な実施形の例では、無線ネットワーク制御局
ノード２６のデータ処理システム８０は、制御部（例えば、コントローラ８２）、ハンド
オーバユニット８４、（例えば、接続のダイバーシティレッグの処理に関わる）コンバイ
ナ及びスプリッタユニット８６、および隣接リストビルダ９０を含む。
【００４５】
　隣接リストビルダ９０は、隣接データ構造をフェムト無線基地局２８fから受信して、
隣接リストを構築するよう構成され設定される。隣接リストビルダ９０を構成する個別の
機能ユニットにより描かれた機能の例は、ＲＢＳデータ構造受信機９２、データ構造モデ
ィファイア（modifier）９４、および隣接リストのエクスポータ（exporter）９６を含む
。データ構造モディファイア９４は、フィルタユニット９７、ポリシユニット９８、およ
び加算ユニット９９のような種々のさらなる機能またはユニットをオプションとして含む
ものとして示されている。隣接リストビルダ９０と、その図示された機能ユニットのいず
れかが、例えば、１つ以上の独立したプロセッサまたはコントローラ等の別の形をとって
もよいことが理解されよう。
【００４６】
　図３Ｂは、別の例の無線ネットワーク制御局ノード２６を図示している。図３Ｂの無線
ネットワーク制御局ノード２６の要素の多くは、対応する参照番号が示すように、図３Ａ
の無線ネットワーク制御局ノード２６のものと同じかまたは少なくとも類似している。し
かし、図３Ｂの無線ネットワーク制御局ノード２６は、例えば、隣接リストビルダの機能
が、図３Ｂの隣接リストビルダノード１００によって図示されるように、図３Ｂの無線ネ
ットワーク制御局ノード２６に接続されたバックエンドシステムに分散されているという
事実において異なっている。図３Ｂの無線ネットワーク制御局ノード２６は隣接リストハ
ンドラ１０２を含み、これは隣接リストビルダノード１００とインタフェースを持ち、隣
接リストビルダノード１００によって構築された隣接リストのフェムト無線基地局への転
送を管理する。隣接リストビルダ９０と同様のやり方で、隣接リストビルダノード１００
を構成する個別の機能ユニットにより描かれた機能の例は、ＲＢＳデータ構造受信機１９
２、データ構造モディファイア１９４、および隣接リストエクスポータ１９６を含み、デ
ータ構造モディファイア１９４は、フィルタユニット１９７、ポリシユニット１９８、及
び加算ユニット１９９のような種々のさらなる機能またはユニットをオプションとして含
む。隣接リストビルダノード１００とその図示された機能ユニットのいずれかが、例えば
、１つ以上の独立したプロセッサまたはコントローラ等の別の形をとってよいこともまた
理解されよう。
【００４７】
　図４Ａは、第１の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を示す。第１の例
の動作モードは一般的なアクセスタイプであり、従って、固定広帯域アクセスおよび無線
広帯域アクセスの一方または両方について実行されるステップおよび動作を包含すること
ができる。図４Ａおよび他の類似の図のステップと動作との例は、例えば、フェムト無線
基地局２８fjがフェムト運用者によって起動されたばかりの時に生じる。
【００４８】
　図４Ａのステップ４Ａ－１は、常駐の受信機５４が無線アクセスネットワーク２４にお
いて同報されたシステム情報を（無線インタフェース３２を介して）取得することを示し
ている。特に、ステップ４Ａ－１は、フェムト無線基地局２８fの受信機５４が、検知さ
れたセルについてセルアイデンティティ情報を取得するためにフェムト無線基地局の周辺
のマクロカバレッジ領域を走査することを示している。ＷＣＤＭＡ実施形の１つの例では
、受信機５４は関連するスクランブル符号を読込んで、ＰＬＭＮ－ＩＤを見つけるために
マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）をデコードし、ＬＡＣを見つけるためにシステム情報ブロ



(13) JP 2009-510973 A 2009.3.12

10

20

30

40

50

ック１（ＳＩＢ１）を読込んでデコードし、そして、セルアイデンティティシステム情報
を見つけるためにシステム情報ブロック３（ＳＩＢ３）を読込んでデコードする。ステッ
プ４Ａ－２として、隣接データ構造ビルダ５８は（セル識別子を使用して）検知されたセ
ルを隣接データ構造５９に追加する。検知されたセル各々について、セル識別情報が隣接
データ構造５９に追加される。
【００４９】
　ステップ４Ａ－３として、フェムト無線基地局２８fの常駐受信機５４は、隣接データ
構造５９に追加されたセルアイデンティティをもつ各セルについて、信号強度の測定を実
行する。ステップ４Ａ－３の一部として、そのような各セルについての信号強度の測定値
を隣接データ構造に追加する。言い換えるならば、受信機５４は、隣接データ構造５９（
Ａｌｌ＿Ｃｅｌｌｓ＿Ｆｏｕｎｄ）にリストされた各セルの信号強度の測定をも実行する
。隣接データ構造５９の完成後、フェムト無線基地局２８fはこれらの結果を（隣接デー
タ構造５９の形式で）無線ネットワーク制御局ノード２６へ、好ましくはＩＰネットワー
ク３８が提供するＩＰベースの接続を使用して報告する。図４Ａは、無線ネットワーク制
御局ノード２６へ隣接データ構造５９を報告することをステップ４Ａ－４として示す。
【００５０】
　隣接データ構造５９を受信すると、無線ネットワーク制御局ノード２６は隣接リストビ
ルダ９０を適宜、呼び出す。隣接リストの構築は図４Ａのステップ４Ａ－５として一般的
に描かれている。隣接リストビルダ９０のＲＢＳデータ構造受信機９２は、本質的にはフ
ェムト無線基地局２８fから受信した隣接データ構造５９を受信して分析する。隣接リス
トビルダ９０は、Ｆｅｍｔｏ＿ＲＢＳ＿ＳＩ＿Ｎｅｉｂｏｒｉｎｇ＿Ｌｉｓｔとしても知
られる隣接リストを構築する。そうする際に、隣接リストビルダ９０はデータ構造モディ
ファイア９４を呼び出してもよい。例えば、データ構造モディファイア９４のフィルタユ
ニット９７は、フェムトＲＢＳから受信したＡｌｌ＿Ｃｅｌｌｓ＿Ｆｏｕｎｄ情報（例え
ば、隣接データ構造５９）に対して、何らかの内部的なポリシに基づいてフィルタリング
をオプションとしてまたは選択的に適用して、幾つかのセルをＦｅｍｔｏ＿ＲＢＳ＿ＳＩ
＿Ｎｅｉｂｏｒｉｎｇ＿Ｌｉｓｔに含めないようにすることができる。Ｆｅｍｔｏ＿ＲＢ
Ｓ＿ＳＩ＿Ｎｅｉｂｏｒｉｎｇ＿Ｌｉｓｔの構築時に、ポリシユニット９８を呼び出して
、内部的なポリシに基づいて幾つかのセルを別のセルで置換することもできよう。第３の
オプションとして、内部的なポリシとＡｌｌ＿Ｃｅｌｌｓ＿Ｆｏｕｎｄ情報に基づいて、
Ｆｅｍｔｏ＿ＲＢＳ＿ＳＩ＿Ｎｅｉｂｏｒｉｎｇ＿Ｌｉｓｔに全く新しいセルを含める（
例えば、加算ユニット９９による追加）こともできよう。
【００５１】
　データ構造モディファイア９４が実現するこれらのポリシは、例えば、実施例に準拠し
て隣接セルリストを構築するノードにおいて、ＲＢＳかまたはＲＮＣで、ネットワーク運
用者によって設定されてもよい。これらのポリシはまた、中央ネットワークノード（例え
ば、ＲＮＣまたはＯ＆Ｍノード）で定義し、それからそのポリシを適用するＲＢＳへダウ
ンロードすることもできよう。ポリシの１つの例は、測定信号強度が所定の閾値に達しな
いセルを含めないことであろう。別のポリシは、例えば、セルがどのＰＬＭＮに属するか
（ＰＬＭＮ－ＩＤで示される）により、これらのセルをブラックリストに載せることであ
ろう。さらに別のポリシは、ネットワーク運用者が“ブラックリスト”中に設定したある
セルを絶対に含めないことであろう。さらに別のポリシは、マッピングテーブルを保有し
て、例えば、マクロセル－Ｘ（例えば、ＵＭＴＳセル）が報告された場合は、常にそれを
マクロセル－Ｚ（例えば、ＧＳＭセル）に置換することであろう。
【００５２】
　ステップ４Ａ－５での隣接リストの構築が完了した後、隣接リストエクスポータ９６は
フェムト無線基地局２８fへ送信するため隣接リストの形式を整えるか、そのリストを準
備するかの内、少なくともいずれかを行う。図４Ａのステップ４Ａ－６は、無線ネットワ
ーク制御局ノード２６からフェムト無線基地局２８fへ隣接リストが送信されることを示
している。ステップ４Ａ－７は、無線ネットワーク制御局ノード２６1から受信した隣接
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リストをＵＥ測定値リストマネージャ５７において記憶することを示す。ステップ４Ａ－
８はその後、フェムト無線基地局２８fからそのフェムト無線基地局によりサービスを受
けるユーザ機器ユニット３０へ隣接リストを送信することを示す。ステップ４Ａ－８の１
実施形では、隣接リストは、フェムト無線基地局２８fによりサービスを受けるアイドル
モードにある全てのユーザ機器ユニットに同報される。ステップ４Ａ－８の別の実施形で
は、接続中モードまたはアクティブモードにある特定のユーザ機器ユニットへ、専用シグ
ナリング接続を介して、モニタセットの形式で隣接リストが送信される。
【００５３】
　余談になるが、例えば、モニタセットを含む隣接リスト以外のリストの通知を記憶し管
理するのに、ＵＥ測定値リストマネージャ５７を使用してもよい。
【００５４】
　図２Ａに示すフェムト無線基地局の実施例では、図２Ａのフェムト無線基地局２８fの
受信機５４が周辺のカバレッジ領域を走査するので、隣接データ構造ビルダ５８Ａが構築
する隣接データ構造５９Ａは“走査されるセル”のリストを含むように描かれている。
【００５５】
　図４Ｂは、第２の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を示す。図４Ｂに
描かれた動作モードでは、図４Ａのモードのステップ４Ａ－１からステップ４Ａ－３を含
む一連のステップが、ステップ４Ｂ－１からステップ４Ｂ－３を含む一連のステップによ
り増されている。
【００５６】
　図４Ｂのステップ４Ｂ－１は、常駐受信機５４が、ステップ４Ａ－１の走査中に見つけ
たマクロセルに少なくとも一時的に留まり、無線アクセスネットワーク２４において同報
されたシステム情報を（無線インタフェース３２を介して）取得することを示している。
ステップ４Ｂ－２として、一時的に留まったマクロセルについてのセルアイデンティティ
情報と信号強度の測定値とが、隣接データ構造５９Ｂに既に含まれない場合、隣接データ
構造５９Ｂに追加される。加えて、ステップ４Ｂ－３として、一時的に留まったマクロセ
ルにおける少なくとも１つのシステム情報ブロックが、少なくとも１つの隣接セルについ
ての情報を取得するために閲覧／使用される。少なくとも１つの隣接セルについてのセル
アイデンティティ情報と信号強度の測定値もまた、ステップ４Ｂ－３の一部として、隣接
データ構造に追加される。
【００５７】
　上述についてより詳しく説明すると、フェムト無線基地局２８fの受信機５４（ＵＥ）
が成功裡にマクロセルに一時的に留まった時、そのようなものが隣接データ構造５９Ｂ中
に既に存在しない場合は、その時点で一時的に留まっているセルの測定値とアイデンティ
ティとをも隣接データ構造５９Ｂの中に含める（ステップ４Ｂ－２として）。受信機５４
（ＵＥ）はまた、その時点のセルのシステム情報ブロック１１（ＳＩＢ１１）を読込んで
デコードすることもできる。ＳＩＢ１１はアイドルモードにある隣接セルについての情報
を含んでおり、可能なセルについてスペクトル全体を走査する代わりに、Ａｌｌ＿Ｃｅｌ
ｌｓ＿Ｆｏｕｎｄ用の候補を選択するのに使用することもできる。
【００５８】
　図４Ｂの例のモードのステップ４Ａからステップ４Ａ－８は、図４Ａのモードの対応す
るステップ４Ａ－４からステップ４Ａ－８と本質的に同じかまたは類似している。これら
のステップには、ステップ４Ａ－４として無線ネットワーク制御局ノード２６への隣接デ
ータ構造５９Ｂの報告、ステップ４Ａ－５によって一般的に描かれている隣接リストの構
築、ステップ４Ａ－６として無線ネットワーク制御局ノード２６からフェムト無線基地局
２８fへの隣接リストの送信、ステップ４Ａ－７として無線ネットワーク制御局ノード２
６1から受信した隣接リストのＵＥ測定値リストマネージャ５７での記憶、および、ステ
ップ４Ａ－８としてフェムト無線基地局２８fからそのフェムト無線基地局によりサービ
スを受けるユーザ機器ユニット３０への隣接リストのその後の送信が含まれる。
【００５９】
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　図２Ｂに示すフェムト無線基地局の実施例では、図２Ｂのフェムト無線基地局２８fの
受信機５４は、一時的に留まったセルについてのシステム情報ブロックからシステム情報
を取得するので、隣接データ構造ビルダ５８Ｂが構築する隣接データ構造５９Ｂは、一時
的に留まったセルの識別子とともに、“システム情報からのセル”のリストを含むものと
して描かれている。従って、図４Ｂのモードで構築される隣接データ構造は、隣接データ
構造５９Ａに示されるようなエントリと図２Ｂの隣接データ構造５９Ｂに示されるエント
リとを連結したものである。
【００６０】
　図４Ｂのモードのやり方で一時的に留まったマクロセルのシステム情報ブロックからア
イドルモードの隣接セルのセルアイデンティティを取得することにより、隣接データ構造
の候補を、可能なセルのスペクトル全体を走査する必要もなく選択することができる。次
いで、信号強度の測定がこれらのセルについて別のステップとして実行される。
【００６１】
　先に説明した幾つかの実施例および態様では、フェムト無線基地局は隣接データ構造を
そのフェムト無線基地局以外の別のネットワークノードに報告する。それらの別のノード
は、その隣接データ構造を、それらのノードで隣接リストを構築するために使用する。既
に示した実施例では、それらの別のノードは無線ネットワーク制御局ノードである。
【００６２】
　図４Ｃは、第３の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を示す。図４Ｃの
モードでは、隣接リストを構築するために隣接データ構造を使用する別のノードは無線ネ
ットワーク制御局ノード２６1ではなく、図３Ｂに示されるような隣接リストビルダノー
ド１００である。隣接リストビルダノード１００は、例えば、無線ネットワーク制御局ノ
ードに接続されたバックエンドシステムノードであってもよい。図４Ｃの準備ステップは
、図４Ａのモードの最初の４ステップまたは図４Ｂのモードの最初の７ステップであって
もよい。簡単化のために、図４Ｃは、その最初のステップが図４Ａのモードの最初の３ス
テップ、例えば、ステップ４Ａ－１からステップ４Ａ－３であるとして示されている。ス
テップ４Ａ－４として、隣接データ構造５９は無線ネットワーク制御局ノード２６によっ
て受信される。しかし、ステップ４Ｃ－４として、無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）は
隣接データ構造５９を隣接リストビルダノード１００へ委譲または送信する。隣接リスト
ビルダノード１００は、図４Ｃのステップ４Ｃ－５に描かれるように、隣接データ構造５
９を隣接リストを構築するために使用する。その隣接リストが完成すると、隣接リストビ
ルダノード１００は、完成した隣接リストをステップ４Ｃ－６として無線ネットワーク制
御局ノード２６に返し、そこで無線ネットワーク制御局ノード２６はステップ４Ａ－６と
して完成された隣接リストをフェムト無線基地局２８fに伝える。無線ネットワーク制御
局ノード２６1から受信した隣接リストのＵＥ測定値リストマネージャ５７への格納はス
テップ４Ａ－７として実行され、その後、フェムト無線基地局送信２８fからそのフェム
ト無線基地局によりサービスを受けるユーザ機器ユニット３０への隣接リストの送信はス
テップ４Ａ－８として実行される。
【００６３】
　以上で議論された図４Ａ～図４Ｃの実施例および態様では、隣接データ構造５９、もし
くはそれの何らかの変形または改良版が、別のノードが隣接リストを構築できるようフェ
ムト無線基地局からその別のノードへ送信される。その後、その別のノードは隣接リスト
をフェムト無線基地局へ返す。隣接データ構造を転送するためのインタフェースと適当な
プロトコルが構成され、また隣接リストがフェムト無線基地局と少なくとも１つの別のノ
ードとの間で転送される。幾つかの実施例では、隣接データ構造と隣接リストは拡張Ｉｕ
ｂインタフェース（例えば、“ｌｕｂ＋”インタフェース）を介して送信される。Ｉｕｂ
＋インタフェースは、無線基地局ノードと無線ネットワーク制御局ノードとの間に存在す
る従来からのＩｕｂインタフェースに似ているが、そのプロトコルは、隣接データ構造と
隣接リストの転送を実現するために必要な情報要素またはその他の特徴を含むように追加
または変形されている。あるいは、Ｉｕｂインタフェースとプロトコルの拡張版を使用せ
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ずに、フェムト無線基地局と別のネットワークノードまたはエンティティとの間での隣接
データ構造と隣接リストの転送を容易にするよう調整、または構成された全く新しいイン
タフェースとプロトコルを使用してもよい。
【００６４】
　この技術の少なくとも１つの実施例および態様によれば、隣接リストをフェムト無線基
地局以外のノードによって構築する必要は必ずしもない。この点について、図４Ｄは第４
の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を示す。図４Ｄのモードはまた、図
２Ｃのフェムト無線基地局２８fによっても示される。
【００６５】
　図４Ｄのモードの最初の６ステップは、図４Ｂのモードのものと同じであり、それはス
テップ４Ａ－１からステップ４Ａ－３とステップ４Ｂ－１からステップ４Ｂ－３である。
しかしながら、フェムト無線基地局２８fが構築した隣接データ構造５９Ｂを別のノード
に送信してその別のノードによって隣接リストを変形または構成する代わりに、図４Ｄの
ステップ４Ｄ－５に描かれたように、フェムト無線基地局２８fはそれが構築したばかり
の隣接データ構造５９Ｂを隣接リストとして使用する。この点について、図３Ｃもまた、
隣接データ構造ビルダ５８Ｂによって構築された隣接データ構造５９Ｂが使用されるかま
たはＵＥ測定値リストマネージャ５７へ送信されることをステップ４Ｄ－５として示して
いる。ステップ４Ｄ－８は、フェムト無線基地局２８fからそのフェムト無線基地局によ
ってサービスを受けるユーザ機器ユニット３０への（隣接データ構造５９Ｂから取得した
）隣接リストのその後の転送を図示している。
【００６６】
　従って、図４Ｄのモードで示されるように、所望ならば、フェムト無線基地局が構築し
た隣接データ構造そのものを、フェムト無線基地局によってサービスを受けるユーザ機器
ユニットへ転送する隣接リストとして使用してもよい。以上の原理／方法はまた、ＷＣＤ
ＭＡ以外の無線技術にも適用可能である。ＷＣＤＭＡは一例として示したにすぎない、他
の好適な技術には、これらに限定するものではないが、ＧＳＭ、ＣＤＭＡ、ＷｉＭＡＸ等
が含まれる。この技術は先述の説明上、好都合なシステムとシナリオと特別の関わりを持
つが、しかしながら、その他のケースにおいてもまたその他のネットワークに対しても適
用可能であろう。
【００６７】
　種々の実施例を示して詳細に説明したが、請求の範囲はいずれの特定の実施例や例によ
って限定されるものではない。以上の説明のいずれについても、いずれかの特定の要素、
ステップ、範囲、または機能が不可欠であることを示唆するものとは読まれるべきではな
い。本発明は開示された実施例に限定されるものではなく、むしろそれとは反対に、種々
の改良および等価な構成を網羅することを意図するものである。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１Ａ】選択されたフェムト無線基地局は一般のアクセス送信により接続される無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）を含む通信システムの実施例を図示したものである。
【図１Ｂ】選択されたフェムト無線基地局は移動体広帯域アクセス送信により接続される
無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）を含む通信システムの実施例を図示したものである
。
【図２Ａ】一般のアクセス送信を使用するフェムト無線基地局の実施例の概略図である。
【図２Ｂ】無線広帯域アクセス送信を使用するフェムト無線基地局の実施例の概略図であ
る。
【図２Ｃ】無線広帯域アクセス送信を使用し、また、自身が作成した隣接データ構造を隣
接リストとして使用するフェムト無線基地局の実施例の概略図である。
【図３Ａ】第１の実施例の無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）ノードの概略図である。
【図３Ｂ】第２の実施例の無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）ノードの概略図である。
【図４Ａ】第１の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を図示したものであ



(17) JP 2009-510973 A 2009.3.12

る。
【図４Ｂ】第２の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を図示したものであ
る。
【図４Ｃ】第３の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を図示したものであ
る。
【図４Ｄ】第４の例の動作モードで実行されるステップと動作との例を図示したものであ
る。
【図５】２つの異なるバックホール案を示す図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図２Ｃ】 【図３Ａ】
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【図３Ｂ】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図４Ｄ】 【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成19年7月31日(2007.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線アクセスネットワーク（２４）を動作させる方法であって、
　フェムト無線基地局（２８fj）において無線インタフェース（３２）により、無線アク
セスネットワーク（２４）において同報されるシステム情報を取得する工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）において、隣接セルの情報を有する隣接データ構造
（５９）を構築するために、前記システム情報の少なくとも一部を用いる工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）以外のネットワークノード（２６，１００）に前記
隣接データ構造（５９）を報告し、前記他のノード（２６，１００）において隣接リスト
を構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程と、
　前記隣接リストを前記フェムト無線基地局（２８fj）に送信する工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程とを有するこ
とを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程は、アイドル
モードにある前記フェムト無線基地局によりサービスを受けるユーザ機器ユニットに前記



(21) JP 2009-510973 A 2009.3.12

隣接リストを同報する工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程は、アクティ
ブモード或いは接続中モードにある前記フェムト無線基地局によりサービスを受けるユー
ザ機器ユニットに、モニタされたセットとして前記隣接リストを送信するために専用シグ
ナリング接続を用いる工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記他のノードは無線ネットワーク制御局ノード（２６）であることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記他のノードはバックエンドシステムノードであることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記システム情報を取得する工程は、前記フェムト無線基地局（２８fj）の周辺のマク
ロカバレッジ領域を走査し、検出されたセルについてのセルアイデンティティ情報を取得
する工程を含み、
　前記方法は、検出されたセル各々に関し、
　前記隣接データ構造（５９）に前記セルアイデンティティ情報を付加する工程と、
　前記隣接データ構造（５９）に付加されたセルアイデンティティを有する各セルに関し
信号強度の測定を実行する工程と、
　前記隣接データ構造（５９）に前記信号強度の測定値を付加する工程とをさらに有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記隣接リストを構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程は、
　　前記隣接データ構造から少なくとも１つのセルをフィルタする工程と、
　　前記隣接データ構造の少なくとも１つのセルを置き換えセルで置換する工程と、
　　新しいセルを前記隣接データ構造（５９）に追加する工程との内の少なくとも１つを
有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　無線アクセスネットワーク（２４）を動作させる方法であって、
　フェムト無線基地局（２８fj）において無線インタフェース（３２）により、マクロセ
ルに一時的に留まることにより、無線アクセスネットワーク（２４）において同報される
システム情報を取得する工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）において、隣接セルの情報を有する隣接データ構造
（５９）を構築するために、前記システム情報の少なくとも一部を用いる工程と、
　隣接リストを構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程と、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）から前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサー
ビスを受けるユーザ機器ユニット（３０）に前記隣接リストを送信する工程とを有し、
　前記隣接データ構造（５９）の構築は、
　　前記一時的に留まったマクロセルについてのセルアイデンティティ情報を前記隣接デ
ータ構造（５９）に付加する工程と、
　　前記一時的に留まったマクロセルにおける少なくとも１つのシステム情報ブロックを
用いて隣接セルについての情報を取得する工程と、
　　前記隣接セルについてのセルアイデンティティ情報を前記隣接データ構造（５９）に
付加する工程とをさらに有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記フェムト無線基地局（２８fj）により構築された前記隣接データ構造（５９）を前
記隣接リストとして用いる工程をさらに有することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記フェムト無線基地局（２８fj）以外のネットワークノード（２６，１００）に前記
隣接データ構造（５９）を報告し、前記他のノード（２６，１００）において隣接リスト
を構築するために前記隣接データ構造（５９）を用いる工程と、
　前記隣接リストを前記フェムト無線基地局（２８fj）に送信する工程とを有することを
特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　フェムト無線基地局（２８fj）であって、
　検知されたセルについてのセルアイデンティティ情報を含むシステム情報を取得し、信
号強度の測定を実行するために、前記フェムト無線基地局（２８fj）の周辺のマクロカバ
レッジ領域を走査するよう構成され、さらに一時的にマクロセルに留まり、（１）前記一
時的に留まったマクロセルについてのセルアイデンティティと信号強度の測定値と、（２
）少なくとも１つの隣接セルについての情報を取得するための前記一時的に留まったマク
ロセルのシステム情報ブロックとを取得するように構成された常駐の無線受信機（５４）
と、
　隣接セルについての情報を含む隣接データ構造（５９）を構築するために、前記システ
ム情報の少なくとも一部と前記（１）と前記（２）とをを使用するように構成された隣接
データ構造（５９）のビルダとを有し、
　前記隣接データ構造（５９）のビルダは、前記検知されたセルについてセルアイデンテ
ィティ情報と前記隣接データ構造（５９）の各セルに関する信号強度の測定値を前記隣接
データ構造（５９）に含めるように構成されることを特徴とするフェムト無線基地局。
【請求項１２】
　前記常駐の無線受信機（５４）はさらに、信号強度測定を実行し、前記一時的に留まっ
たマクロセルについての信号強度測定値を取得するよう構成されることを特徴とする請求
項１１に記載のフェムト無線基地局。
【請求項１３】
　フェムト無線基地局（２８fj）の前記隣接データ構造（５９）のビルダによって構築さ
れた前記隣接データ構造（５９）を、前記フェムト無線基地局（２８fj）によりサービス
を受けるユーザ機器ユニット（３０）への送信のために前記隣接リストとして使用するよ
うに構成されたリストマネージャ（５７）をさらに有することを特徴とする請求項１１に
記載のフェムト無線基地局。
【請求項１４】
　無線アクセスネットワークであって、
　フェムト無線基地局（２８fj）と、
　隣接データ構造（５９）を用いて隣接リストを構築するよう構成された、前記フェムト
無線基地局（２８fj）からは別個のノード（２６，１００）とを有し、
　前記フェムト無線基地局（２８fj）は、
　　　無線アクセスネットワークにおいて同報されたシステム情報を取得するために構成
された常駐の無線受信機（５４）と、
　　　前記フェムト無線基地局（２８fj）において、隣接セルについての情報を含む前記
隣接データ構造（５９）を構築するために前記システム情報の少なくとも一部を使用する
手段を有することを特徴とする無線アクセスネットワーク。
【請求項１５】
　前記隣接データ構造（５９）を用いて隣接リストを構築するよう構成されたノードは、
無線ネットワーク制御局ノード（２６）を有することを特徴とする請求項１４に記載の無
線アクセスネットワーク。
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【要約の続き】
ッジ領域を走査することを含む。別の実施例および態様では、そのシステム情報の取得は、マクロセルに一時的に留
まるステップと、少なくとも１つの隣接セルについての情報を取得するために、一時的に留まったマクロセルにおけ
る少なくとも１つのシステム情報ブロックを使用／閲覧するステップとをさらに含んでもよい。
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